
　
久
留
米
百
年
公
園
で
、
２
月
８
日
㈭

か
ら
26
日
㈪
ま
で
久
留
米
植
木
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
市
内
15
の
植
木
販
売

業
者
が
植
木
・
苗
木
を
展
示
販
売
。
ウ

メ
や
ツ
バ
キ
、か
ん
き
つ
類
の
苗
木
な
ど
、

１
０
０
０
種
類
10
万
本
を
楽
し
め
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
時
間
は
９
時
か
ら
16
時

30
分
（
最
終
日
は
16
時
）
ま
で
で
す
。

　
今
年
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
で
、
餅

ま
き
を
行
い
ま
す
。
期
間
中
は
各
店
舗

で
、
植
物
の
育
て
方
な
ど
の
相
談
も
可

　
２
月
25
日
㈰
か
ら
４
月
７
日
㈰
ま
で

石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
春
の
花
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
ウ
メ
を
筆
頭
に
、
１
５
０
０
本

の
ツ
バ
キ
、
辺
り
一
面
を
ピ
ン
ク
色
に

染
め
る
サ
ク
ラ
、
形
も
色
も
さ
ま
ざ
ま

な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
が
順
に
見
頃
を

迎
え
ま
す
。
他
に
も
大
小
20
カ
所
の
花

壇
に
ス
イ
セ
ン
や
ポ
ピ
ー
な
ど
が
植
え

ら
れ
、
園
内
が
色
と
り
ど
り
の
花
で
あ

ふ
れ
ま
す
。

能
。
道
の
駅
く
る
め
で
は
、
出
店
者
が

制
作
し
た
庭
園
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
２
月

18
日
㈰
ま
で
展
示
し
ま
す
。

◆
こ
け
玉
づ
く
り�

■
日
時
２
月
11
日
㈷・

23
日
㈷
10
時
～
、
14
時
～ 

■

定
員
各
10

人
・
先
着
順 

■
料
金
１
２
０
０
円

◆
植
木
せ
り
市 

■

日
時
２
月
17
日
㈯
13

時
～

◆
ス
ワ
ッ
グ
（
壁
飾
り
）
づ
く
り 

■

日

時
２
月
18
日
㈰
10
時
～
、
11
時
～
、
13

時
～
、
14
時
～ 

■

定
員
各
５
人
・
先
着

順 

■
料
金
２
０
０
０
円

　
こ
け
玉
づ
く
り
と
ス
ワ
ッ
グ
づ
く
り

の
参
加
者
に
、
植
木
の
購
入
に
使
用
で

き
る
５
０
０
円
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し

ま
す
。

問
久
留
米
植
木
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
田

主
丸
総
合
支
所
産
業
振
興
課
内
、
☎
０

９
４
３
・
７
２
・
２
１
１
０
、
℻
０
９
４

３
・
７
３
・
２
２
８
８
）

　

期
間
中
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
マ
ル

シ
ェ
、
坂
本
繁
二
郎
旧
ア
ト
リ
エ
の
特

別
公
開
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
楽
水
亭

で
は
、
見
頃
を
迎
え
る
花
に
合
わ
せ
た

メ
ニ
ュ
ー
や
グ
ッ
ズ
販
売
も
。
時
間
は

10
時
か
ら
17
時
ま
で
。夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
中
は
20
時
30
分
ま
で
開
園
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
。

問
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４
２・

３
３・２
２
７
１
、
℻
０
９
４
２・３
９・

７
８
３
７
）

会場では開花を迎える木々も販売します

１
０
０
０
種
10
万
本
を

展
示
販
売

色
と
り
ど
り
の
花
が

お
出
迎
え

第
19
回
久
留
米
植
木
ま
つ
り

石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー
春
の
花
ま
つ
り
　
２
月
25
日
か
ら
４
月
７
日
ま
で

　
２
月
18
日
㈰
に
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
久
留
米
座
で
「
映
像
で
ふ
り
返
る

『
雅
楽 

源
氏
物
語
』
の
魅
力
」
を
開
催

し
ま
す
。
令
和
４
年
９
月
に
大
名
有
馬

家
久
留
米
入
城
四
百
年
記
念
事
業
と
し

て
、「
雅
楽 

源
氏
物
語
」
を
開
催
。
公

演
の
模
様
を
映
像
で
振
り
返
り
な
が

ら
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
野
原
耕

二
さ
ん
が
見
ど
こ
ろ
や
雅
楽
の
魅
力
を

解
説
し
ま
す
。
東
京
楽が

く
そ所

の
演
奏
に
加

え
、
有
馬
家
現
当
主
・
有
馬
賴
央
さ
ん

の
一
人
娘
、
里
佳
さ
ん
が
十
二
単ひ

と
え

を
ま

と
い
、
神か

ぐ
ら楽

「
天あ

め
の
む
す
び

之
産
」
を
舞
い
ま
し

た
。「
天
之
産
」
は
、
第
10
代
藩
主
・

有
馬
頼よ

り
と
お永

の
妻
、
晴
姫
が
詠
ん
だ
和
歌

に
曲
を
付
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
神
楽
で

す
。
ト
ー
ク
ゲ
ス
ト
に
里
佳
さ
ん
も
登

場
。
雅
楽
演
奏
者
は
出
演
し
ま
せ
ん
。

　

雅
楽
は
国
の
重
要
無
形
文
化
財
で
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
に

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
飼
い

主
に
と
っ
て
大
切
な
家
族
で
す
。
一
方

で
動
物
が
苦
手
な
人
や
、
鳴
き
声
や

臭
い
な
ど
に
困
る
周
囲
の
人
に
と
っ

て
は
迷
惑
な
こ
と
も
。
み
ん
な
が
快
適

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ペ
ッ
ト
を
飼
い
ま

し
ょ
う
。

正
し
い
マ
ナ
ー
で
ペ
ッ
ト
を
守
る

　
犬
に
登
録
鑑
札
や
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
を
付
け
る
こ
と
は
飼
い
主
の
義
務

で
す
。
予
防
注
射
は
年
１
回
接
種
が
必

要
で
す
。

　
首
輪
や
迷
子
札
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

な
ど
の
飼
い
主
が
分
か
る
標
識
を
付
け

ま
し
ょ
う
。
散
歩
時
に
犬
が
排
せ
つ
を

し
た
場
合
、
飼
い
主
は
必
ず
ふ
ん
を
持

ち
帰
り
、尿
は
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
。

水
を
持
参
す
る
と
、
犬
の
飲
料
用
や

記
載
さ
れ
た
、
世
界
に
誇
る
音
楽
文

化
で
す
。
宮
中
の
儀
式
や
供
宴
な
ど
の

行
事
で
も
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

■

日
時
２
月
18
日
㈰
13
時
30
分
開
場
。

14
時
開
演　
■
会
場
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
久
留
米
座　
■
料
金
全
席
指
定
５
０
０

円
。
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

問
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
☎
０
９
４

２
・
３
６
・
３
０
０
０
、
℻
０
９
４
２
・

３
６
・
３
０
８
７
）

尿
の
洗
い
流
し
用
と
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
。

　

猫
は
年
に
２
、
３
回
出
産
し
ま
す
。

不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
な
か
っ
た
た
め

に
、
子
猫
が
増
え
続
け
た
と
い
う
こ
と

も
。
過
剰
繁
殖
に
よ
る
飼
育
困
難
を
防

ぐ
た
め
に
も
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４
２・

３
０・１
５
０
０
、
℻
０
９
４
２・３
０・

１
７
８
８
）

犬の散歩時はとっさの行動に対応できる
よう、必ずリードやハーネスをつなぎ、
猫は安全のために室内飼いをしましょう

令和 4年に開催された公演の様子。雅
楽の演奏や舞が披露されました

映
像
で
親
し
む

源
氏
物
語
の
世
界

責
任
を
持
っ
て

動
物
と
暮
ら
す

大
名
有
馬
家
入
城
四
百
年
記
念
公
演
を
振
り
返
る

犬
猫
の
適
正
管
理

ウ
メ

ツ
バ
キ

サ
ク
ラ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
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